
『 第８回 三重中勢緩和ケア研究会 』 

平成23年7月2日（土）14時00分～16時30分（13時30分受付） 

三重県総合文化センター 多目的ホール 

   

  「三重中勢における緩和医療の現況と展望」  

藤田保健衛生大学七栗サナトリウム内 
七栗緩和ケアセミナー宛 
電話 059-252-1555㈹ 

無料 

藤田保健衛生大学七栗サナトリウム 

武田薬品工業株式会社 

三重県医師会、三重県看護協会、三重県薬剤師会、 

財団法人三重県健康管理事業センター、三重県、 

三重県病院薬剤師会、三重県臨床栄養研究会、 

三重県医療ソーシャルワーカー協会 

☆ 本研究会は、日本緩和医療薬学会認定講習会（2単位）、三重県病院薬剤師会認定講習会（1.25単位） です 

共催 

お問合せ先 

参加費 

後援 

14：10～14：50 一般演題  

15：00～16：30  パネルディスカッション  

司会：伊藤彰博 （藤田保健衛生大学医学部 外科・緩和医療学講座） 
     北村周子 （三重県健康管理事業センター がん相談支援センター長） 

パネラー ： 前川ゆか（鈴鹿中央総合病院 薬剤師） 

（発表順）  冨田  隆（鈴鹿回生総合病院 医師） 

        谷川寛自（三重中央医療センター 医師） 

        萩原美紀（松阪市民病院 看護師） 

        下村康氏（藤田保健衛生大学七栗サナトリウム ＭＳＷ） 

        藤波惠子（居宅介護支援事業なでしこ津 看護師） 

        渡辺佳夫（ベタニヤ内科・神経内科クリニック 医師） 

日時 

会場 

司会：平野    博 （松阪市民病院緩和ケア病棟 内科部長） 
     菊川栄子 （藤田保健衛生大学七栗サナトリウム 看護部） 

演題１：「鎮静を受けた人の傍らに居て思う事」 
         坂本美貴子 （松阪市民病院緩和ケア病棟 看護師） 

演題２：「高度な全人的苦痛への対応に苦慮した肺がん歯肉転移の一例 

        －全人的ケアにより最期まで鎮静が回避できた経験－」 
         古屋敷尚子 （藤田保健衛生大学七栗サナトリウム 看護部）  

研究会終了後に情報交換の場を用意してありますので、 

併せて御参加頂きますようお願い申し上げます 

14:50～15:00  休憩 

14：00～14：10 学術情報 「タケプロン ＮＳＡＩＤｓ投与時における潰瘍の再発抑制について」 
                                       武田薬品工業株式会社 藤井良章 


